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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第91期

第１四半期
連結累計期間

第92期
第１四半期
連結累計期間

第91期

会計期間

自平成25年
　４月１日
至平成25年
　６月30日

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　６月30日

自平成25年
　４月１日
至平成26年
　３月31日

売上高 （千円） 10,039,099 11,171,826 41,460,637

経常利益 （千円） 491,252 422,520 1,853,671

四半期（当期）純利益 （千円） 220,304 230,555 936,628

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 607,596 222,623 1,841,575

純資産額 （千円） 28,262,608 28,870,025 29,033,239

総資産額 （千円） 36,731,381 38,006,994 37,936,373

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 8.86 9.28 37.67

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 75.5 74.6 75.2

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1)業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動により個人消

費が一時的に落ち込んだものの、政府の経済政策等を背景に企業収益や雇用情勢が改善するなど、景気は緩やかな

回復基調で推移しました。

名古屋港における物流業界の輸出入貨物につきましては、製造業における生産活動の回復に伴い前期と同水準の

貨物量となり、堅調に推移しました。

この間、当社グループは営業活動に鋭意努力を重ね、当第１四半期連結累計期間の売上高は111億7千1百万円（前

年同期比11.3％増）となりました。

作業種別の内訳は次のとおりであります。

船内荷役料20億3千万円（前年同期比1.3％減）、はしけ運送料3千7百万円（前年同期比41.6％増）、沿岸荷役料

16億4千1百万円（前年同期比11.7％増）、倉庫料5億6千4百万円（前年同期比10.9％増）、海上運送料17億2千6百万

円（前年同期比10.3％増）、陸上運送料14億円（前年同期比6.3％増）、附帯作業料37億2千9百万円（前年同期比

22.5％増）、手数料4千1百万円（前年同期比15.8％減）であります。

利益面におきましては、営業利益は3億6千4百万円（前年同期比21.6％増）、経常利益は4億2千2百万円（前年同

期比14.0％減）、四半期純利益は2億3千万円（前年同期比4.7％増）となりました。

 

(2)財政状態の状況

当社グループは、適切な流動性の維持、事業活動のための資金確保及び健全なバランスシートの維持を財務方針

としております。

（総資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ7千万円増加して380億6百万円となりま

した。このうち、流動資産は1億1千2百万円減少して131億4千7百万円、固定資産は1億8千3百万円増加して248億5千

9百万円となりました。流動資産の減少の主な要因は、現金及び預金、繰延税金資産の減少である一方、受取手形及

び売掛金の増加によるものであり、固定資産の増加の主な要因は、投資有価証券による増加であります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ2億3千3百万円増加し91億3千6百万円とな

りました。このうち、流動負債は1億8千1百万円増加して52億9千4百万円、固定負債は5千2百万円増加して38億4千2

百万円となりました。流動負債の増加の主な要因は、賞与引当金の減少である一方、短期借入金、預り金の増加に

よるものであります。固定負債の増加の主な要因は、長期借入金の減少である一方、退職給付に係る負債の増加に

よるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ1億6千3百万円減少し288億7千万円とな

りました。このうち、株主資本は1億3千9百万円減少して272億4千3百万円、その他の包括利益累計額は2千8百万円

減少して11億9百万円、少数株主持分は4百万円増加して5億1千6百万円となりました。株主資本の減少の主な要因

は、利益剰余金の減少によるものであります。

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4)研究開発活動

該当事項はありません。
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(5)主要な設備

当第１四半期連結累計期間において新たに確定した重要な設備の新設計画は以下のとおりであります。

事業所名 所在地
セグメント
の名称

設備の内容

投資予定金額

資金調達方法

着手及び完了
予定年月

完成後の
増加能力

総額
（千円）

既支払額
（千円）

着手 完了

伊勢湾海運㈱ 名古屋市港区 物流事業
本社２号館

建替え
1,500,000 ― 自己資金

平成26年

９月

平成27年

10月

延床面積

6,390㎡

PT.ISEWAN

INDONESIA

インドネシア

・ブカシ県
物流事業 倉庫 352,000 ― 自己資金

平成26年

７月

平成27年

２月

倉庫延床面積

7,656㎡

ISEWAN

(THAILAND)

CO.,LTD.

タイ・プラチ

ンブリ
物流事業

事務所・

倉庫
752,850 ― 自己資金

平成26年

７月

平成27年

３月

倉庫延床面積

9,000㎡
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

　普通株式 50,000,000

計 50,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

　普通株式 27,487,054 27,487,054
名古屋証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 27,487,054 27,487,054 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高

（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高

（千円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
― 27,487,054 ― 2,046,941 ― 1,374,650

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)

普通株式    1,561,500
― ―

(相互保有株式)

普通株式      123,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式   25,779,100 257,791 ―

単元未満株式 普通株式       23,454 ― ―

発行済株式総数 27,487,054 ― ―

総株主の議決権 ― 257,791 ―

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)

伊勢湾海運株式会社

名古屋市港区入船一丁目

７番40号
1,561,500 ― 1,561,500 5.68

(相互保有株式)

株式会社コクサイ物流

名古屋市港区入船一丁目

７番40号
123,000 ― 123,000 0.44

計 ― 1,684,500 ― 1,684,500 6.12

（注）　当第１四半期会計期間末日現在の自己保有株式数は1,561,000株であります。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,569,379 5,148,334

受取手形及び売掛金 6,044,897 6,518,753

繰延税金資産 391,435 238,452

その他 1,262,944 1,257,648

貸倒引当金 △8,362 △15,648

流動資産合計 13,260,294 13,147,541

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,872,991 6,813,860

機械装置及び運搬具（純額） 957,742 948,893

土地 10,750,207 10,714,997

リース資産（純額） 153,862 140,743

建設仮勘定 565,934 560,629

その他（純額） 188,464 181,172

有形固定資産合計 19,489,204 19,360,296

無形固定資産   

その他 86,510 84,353

無形固定資産合計 86,510 84,353

投資その他の資産   

投資有価証券 2,551,235 2,759,125

出資金 374,787 374,397

長期貸付金 967,458 1,063,555

繰延税金資産 405,176 415,663

その他 885,788 865,481

貸倒引当金 △84,082 △63,421

投資その他の資産合計 5,100,363 5,414,803

固定資産合計 24,676,078 24,859,453

資産合計 37,936,373 38,006,994
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,984,204 2,998,598

短期借入金 25,000 364,167

1年内返済予定の長期借入金 87,096 87,096

リース債務 44,986 43,011

未払法人税等 381,732 108,967

賞与引当金 771,008 385,904

その他 818,854 1,306,548

流動負債合計 5,112,882 5,294,293

固定負債   

長期借入金 625,136 598,916

リース債務 111,835 100,803

退職給付に係る負債 2,470,880 2,600,535

資産除去債務 213,149 202,850

その他 369,249 339,570

固定負債合計 3,790,250 3,842,675

負債合計 8,903,133 9,136,969

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,046,941 2,046,941

資本剰余金 1,463,440 1,463,440

利益剰余金 25,053,732 24,913,986

自己株式 △1,180,464 △1,180,499

株主資本合計 27,383,650 27,243,868

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 544,050 614,296

為替換算調整勘定 774,768 664,963

退職給付に係る調整累計額 △181,207 △169,895

その他の包括利益累計額合計 1,137,611 1,109,363

少数株主持分 511,977 516,793

純資産合計 29,033,239 28,870,025

負債純資産合計 37,936,373 38,006,994
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 10,039,099 11,171,826

売上原価 8,003,414 8,917,911

売上総利益 2,035,684 2,253,915

販売費及び一般管理費 1,735,869 1,889,404

営業利益 299,814 364,510

営業外収益   

受取利息 9,247 14,968

受取配当金 16,280 18,661

為替差益 111,365 －

持分法による投資利益 14,671 14,954

受取賃貸料 22,854 25,107

その他 18,951 28,815

営業外収益合計 193,371 102,507

営業外費用   

支払利息 1,826 3,527

為替差損 － 38,726

減価償却費 － 2,170

その他 107 73

営業外費用合計 1,933 44,497

経常利益 491,252 422,520

特別利益   

固定資産売却益 853 243

特別利益合計 853 243

特別損失   

固定資産除却損 － 3,849

特別損失合計 － 3,849

税金等調整前四半期純利益 492,106 418,914

法人税、住民税及び事業税 29,355 37,115

法人税等調整額 153,106 131,364

法人税等合計 182,462 168,479

少数株主損益調整前四半期純利益 309,644 250,434

少数株主利益 89,339 19,879

四半期純利益 220,304 230,555
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 309,644 250,434

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 43,313 68,509

為替換算調整勘定 253,720 △109,355

退職給付に係る調整額 － 11,311

持分法適用会社に対する持分相当額 918 1,723

その他の包括利益合計 297,952 △27,810

四半期包括利益 607,596 222,623

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 523,762 202,306

少数株主に係る四半期包括利益 83,833 20,316
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎とな

る債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支

払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が93,831千円増加し、利益剰余金が60,671

千円減少しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

はそれぞれ528千円減少しております。

 

（会計上の見積りの変更）

（耐用年数の変更）

　当社は、平成26年５月26日開催の取締役会において、本社２号館の建替えを決議いたしました。この決議に伴

い、利用不能となる固定資産について、耐用年数を短縮し、将来にわたり変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の減価償却費は78,483千円増加し、営業利益、

経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ同額減少しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　保証債務

　当社は、連結会社以外の会社の金融機関等からの借入金に対して、債務保証をしております。

　なお、（　）内は当社負担分であります。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成26年６月30日）

青海流通センター㈱ 33,800千円 30,000千円

 (33,800) (30,000)

大阪港総合流通センター㈱ 45,754 41,545

 (45,754) (41,545)

㈱ワールド流通センター 733,600 680,000

 (733,600) (680,000)

飛島コンテナ埠頭㈱※ 9,761,150 9,638,048

 (390,446) (385,521)

名古屋ユナイテッドコンテナターミナル㈱※ 6,066,676 5,908,345

 (758,334) (738,543)

計 16,640,981 16,297,939

 (1,961,935) (1,875,610)

※飛島コンテナ埠頭㈱及び名古屋ユナイテッドコンテナターミナル㈱に対する保証については、連帯保証債務

であります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第

１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

減価償却費 199,978千円 283,077千円

 

EDINET提出書類

伊勢湾海運株式会社(E04330)

四半期報告書

12/15



（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 259,410 10.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 311,106 12.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

当社グループは、物流事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 8.86円 9.28円

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 220,304 230,555

普通株主に帰属しない金額（千円） ─ ─

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 220,304 230,555

普通株式の期中平均株式数（千株） 24,871 24,856

　 （注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

       該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

  
 

平成26年８月８日
 

  
 

伊勢湾海運株式会社

　取締役会 御中
 

 
 

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ
 
  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松井　夏樹　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 城　　卓男　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている伊勢湾海運株式

会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、伊勢湾海運株式会社及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）1.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

2.XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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